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１、温度管理



鶏舎の事前加温

• 冬季の予備加温開始は48時間前から行う

• 床と敷料を暖める

• 冷えた床ではスタートが遅れる
–体熱が外界に放射される
–体温維持のため多くのエネルギーが必要



育雛域全面で床面温度確保



餌付け直後 ヒナ活発 A社



冬季には集中育雛を導入

• 外側パンフィーダーに合わせ
て、幅広い餌付け面積

• ヒナ分布の偏りが大きく、
端にいるヒナは十分な採食飲
水が出来ない

• 集中育雛レイアウト
• 内側2重ガードで以前より狭い
• 内ガードは初期３日間のみ
• 1wk体重(160→200g)と改善
• 生涯に渡って“粒揃い良く”
出荷体重向上に繋がった

Before After



集中育雛の導入へ

集中育雛によって初期体重と、バラツキの改善へ



0日令 7日令 14日令 21日令 28日令 35日令

2月餌付け 西日本 床面給温あり

舎内温度グラフ WDL野外例１
餌付け温度はマニュアルより高め
でも、ヒナが良く動けば構わない

換羽開始からは舎内温度を
＋1～2℃程度高めに



0日令 7日令 14日令 21日令 28日令 35日令

舎内温度グラフ WDL＆開放野外例２

12月餌付け 東日本

換羽開始からは舎内温度を
＋1～2℃程度高めに

出荷に向けて
過換気になった失敗例

最終体重は開放鶏舎（赤線）
の方が好成績となった



温度管理ポイント
• 餌付け
ヒナが良く動く温度に（約32℃）

• 餌付け日翌日
減温開始、3～7日齢でマニュアル温度に
近づける

• 換羽開始時（10日齢～）
マニュアル温度より少し高めに維持

• 換羽終了頃（28～32日齢）
再び減温開始

• 換羽後
坪羽数によるが、15℃を大きく下回ると
増体とFCRに影響が出る危険性あり
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開放鶏舎で日較差を作成する イメージ図
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10℃

餌付け後から
較差をつけ始める

2～3℃

換羽開始からは
少し較差を縮める

出荷に向けて換気量を
増加すると共に

日較差を意図的に作成



WDL鶏舎日較差

0日令 7日令 14日令 21日令 28日令 35日令

日較差2℃

日較差４℃

WDL特有の日較差が
少ない状況をなくす

換気量増加により
日較差が拡大



日較差の考え方

• 開放鶏舎の場合、必然的に日較差は
つきやすい

• よって、後半に換気量を増やしても、
その温度差に耐えられるトリにしておく

• WDL鶏舎の場合も、意図的に開放の様な
日較差をつけて、後半の換気増加時に風を
嫌がらないトリをつくる



２、空気質と換気



冬季の基本的換気

1. 餌付けから舎内空気を循環

2. 舎内の暖気を利用した入気
（瞬間的な入換気も効果的）

3. 温めた空気に湿度を含ませる換気

4. サイクルタイマーを活用

目的：舎内温度を均一に維持しつつ

空気質も維持し、必要以上の

湿度を排除する事
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約10m間隔

餌付けから舎内循環で均一な環境を作る
排気ファン

• インバーター制御により、ゆっくりとした
風の流れをリレーさせる事が必要

• 鶏舎によっては循環だけでは空気質が悪化する場合が
あるので、排気ファンを併用する



野外例 餌付けからの順送ファン

手前 ガード
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・順送ファンが低い位置にある場合は育雛域外で使用
・鶏舎中央部が暖かく籠りやすい場合は、中央から端へ



順送ファンのインバーター制御

奥 従来方式は、
全て７Hz順送。
縦型排気の為、
手前入気側寒く、
奥側暑いのが欠点。
手前奥の差5℃以上。

変更

手前

5台並んだファンを
3～10Hzまで
段階的に上げ、
空気を送ると
温度差少なく
発育良好。
手前奥の差1℃以下

温度分布ｲﾒｰｼﾞとﾌｧﾝHz

手前から順に風速強めると、舎内温度差が最小限となる



ダクト使用による循環

・冷気が直接トリに当たらない
・撹拌が可能（天井付近空気と混ざる）
・堆積養鶏ではアンモニアに注意
・出荷までダクトのみでは換気不足に



• 陰圧不足により隙間の多い鶏舎程、
換気が適切に出来ない
→入気が直接落下
→床面の結露

• 温度保持の為、換気量不足に
→悪空気質

出典：Aviagen社

開放鶏舎とウインドレス鶏舎の不適切な換気



寒冷紗による冬場の強風対策

開放鶏舎

WDL鶏舎

夏場対応として使用している入気口の寒冷紗を
冬場の強風による入気量制御に使用



空気の特性を利用した入気

・空気が11℃上がる毎に湿度は半分に
・入気を天井付近で混ぜる
・適正な陰圧を確保

5℃
60％

16℃
30％

参考写真：Ｍ.Czarick氏第85回技術ゼミ発表資料



最低換気レベルを達成する為の適正な鶏舎内気圧目安

鶏舎幅 気圧(Pa) 水柱インチ(i/w)

10m -10.0 -0.04

12m -12.5 -0.05

14m -15.0 -0.06

15m -17.0 -0.07

18m -20.0 -0.08

静圧による
空気の流れ

• 適正静圧により鶏舎中央付近まで
入気を届かすが、飛び過ぎにも注意

• スモークテスターなどで空気の流れを
チェックする事が必要



野外例 カーテン操作→瞬間入気



1日の温度変化
（カーテン開放-瞬間的な入気）

瞬間的な入気を実施しても、
その後舎内温度は直ぐに回復



カーテン操作（応用）

日齢がもっと進めば、

1日4～5回、日中にカーテンを大きく開け、

5～10分間程度そのままで→その後調整する

このような瞬間的な空気の入れ替えで

舎内の空気質を維持する
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5分サイクルは、舎内温度の変動が小さく、
無駄な点火を避けることができる

舎内設定温度

10

3.3℃

1.1℃

給温開始温度

＊典型的なパターンを示している為、実際の温度変動とは異なります

均一な環境にする為の間歇タイマー



高湿度による影響

• 冬場の温度維持の為、換気が犠牲になり舎内へ
湿度が溜まりやすい

• 相対湿度70%以上の場合、床面が悪化しやすく
なる

• 床面悪化は不均一な分布
や下痢等、様々な問題を
引き起こす

• 湿度計を設置し舎内湿度の
把握が必要



床面悪化と偏った収容密度
2月撮影 29日齢 ニップルライン直下で床湿り

分布の偏り大、坪羽数は？？
給餌機周辺に集まるトリ
→他のトリの採食を制限！



低湿度による影響

• 床面が乾燥して埃が充満すると、大腸菌症など
呼吸器系の疾患に罹りやすくなる

• 乾燥しやすい条件；
①床面給温

②鶏舎内が不均一環境で、局所的にトリが群がる

③相対湿度50%以下

• 給温と換気のバランス
が重要！



埃による大腸菌症

ポックリに似た症状で
気管支が詰まっている



床面良好 31日齢



増体の改善による
換気量の変化

***換気量は、日齢でなく
体重で決定するべきです！

• 出荷日齢が1日/年、
短縮されています

• つまり同日齢での
体重が昨年よりも
向上している

• よって同日齢でも
年々必要換気量は
増加してきている



この日齢時期のカップは
汚れていることが多い

• 写真は、現場で見られがちな、不適切な給水器
• 健康なトリ飼育を目指して、事前の飲水消毒も必要

飲水消毒



ドリンカーの衛生管理（野外例）

3週間で4回の
ドリンカー掃除



毎回パイプ洗浄しましょう

ニップル配水管よりサンプリング５日齢

タンクから鶏舎までの配管
にも要注意！



「冬場に向けて」まとめ

舎内温度－換羽時期の温度推移と日較差

換気－空気質と温度のバランスを意識

床面管理－換気により適度な湿度を

飲水消毒－定期的な洗浄で対策を


